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勧
　
　
業

L_

つ

て

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
町
村
に
お
け
る
勧
業
の
実
態
に
つ
い
て
、
町
村
の

『事
務
報
告

書
』
の

「勧
業
」
欄
の
記
載
を
手
掛
か
り
と
し
て
考
察
す
る
。
こ
の
勧
業
と
い

う
事
務
は
、
主
と
し
て
農
事
改
良
を
指
す
が
、
各
町
村
に
よ

っ
て
、
そ
の
内
容

や
取
り
組
み
が
積
極
的
か
否
か
と
い
っ
た
点
が
異
な
る
。
こ
れ
は
、
他
の
町
村

事
務
と
比
較
し
た
場
合
、
勧
業
事
務
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
制
度

的
な
面
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
つ
い
て
、
勧
業
事
務
の
具
体
的
内

容
と
そ
れ

へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
内
容
の
事
務
が
そ
の
町
村

で
実
施
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
取
り
組
み
方
は
ど
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
な
ぜ
か

と
い
っ
た
点
を
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『事
務
報
告
書
』
お
よ

び
先
行
研
究
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
町
村
に
お
け
る
勧
業
事
務
の
実
態
と
取

り
組
み
方
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
視
角

・
方
法
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
、

若
千
の
考
察
を
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　
明
治
三
六
年
農
会
諭
達

明
治
後
期
・大
正
期
の
町
村
に
お
け
る
勧
業
の
あ
り
方
を
方
向
づ
け
た
の
は
、

明
治
三
六

（
一
九
〇
三
）
年
に
農
商
務
省
が
出
し
た
い
わ
ゆ
る
農
会
諭
達
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
十
四
の
項
目
を
提
示
し
、
そ
れ
を
農
会
を
通
し
て
普
及
さ
せ
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
Ｔ
）。

農
商
務
省
論
達

農
会

農
産
ノ
改
良
増
殖
二
関
ス
ル
試
験
研
究

ハ
農
事
試
験
場
其
他
ノ
機
関
二
於

テ
著
々
歩
ヲ
進
メ
今
ヤ
実
際
二
適
用
ス
ヘ
キ
成
績
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ニ
拘

ハ

松

田

隆

行

ラ
ス
世
間
之
ヲ
実
地
二
施
行
シ
テ
効
果
ヲ
挙
ク
ル
者
ノ
多
カ
ラ
サ
ル
ハ
極

メ
テ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、
若
シ
少
数
者
ノ
ミ
之
ヲ
実
施
シ
大
多
数
者
ニ

シ
テ
永
ク
旧
習
二
安
ン
セ
ン
カ
民
益
国
産
ノ
増
殖

ハ
遂
二
徒
爾
二
帰
シ
試

験
場
等
ノ
機
関
モ
其
効
能
ヲ
完
フ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ
シ
、
夫
レ
農
会

ハ
農
業
者
多
数
ノ
国
体
ニ
シ
テ
農
事
ノ
改
良
発
達
ヲ
計
ル
ヲ
以
テ
本
旨
ト

為
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
有
益
ナ
ル
成
績
ノ
実
行
普
及
ヲ
図
ル
ハ
其
最
尽
カ
ス
ヘ

キ
ノ
事

二
属
ス
、
法
令
上
明
示
シ
ア
ル
モ
ノ
或

ハ
内
外
ノ
事
例
二
就
キ
之

ヲ
考
フ
ル
モ
農
事
ノ
技
芸
ヲ
進
メ
経
済
ヲ
助
長
ス
ル
ノ
手
段

ニ
シ
テ
既
ニ

定
論
ア
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
ス
、
就
中
左
二
例
示
セ
ル
事
項

ハ
其
実
行
最
急

ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
農
会

ハ
須
ラ
ク
地
方
ノ
状
況

二
応
シ
会
員
ニ

向
テ
之
ヲ
奨
励
誘
導
シ
又
実
行
上
ノ
媒
介
ヲ
為
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
殊
ニ

第

一
乃
至
第
五
ノ
事
項

ハ
市
町
村
農
会
二
於
テ
規
定
ヲ
設
ケ
会
員
ヲ
シ
テ

挙
テ
之
ヲ
実
行
セ
シ
ム
ル
ヲ
期
ス
ヘ
シ
、
而
シ
テ
此
等
ノ
実
施

ハ
多
ク
ハ

市
町
村
農
会
ノ
責
務
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
道
府
県
郡
農
会

ハ
適
当
ノ
方
法
ヲ

定
メ
テ
実
施
上
ノ
便
宜
ヲ
図
り
又
其
実
行
ヲ
督
励
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
、
但

シ
既
二
行
政
庁
二
於
テ
命
令
ヲ
発
シ
タ
ル
事
項
二
付
テ
ハ
農
会
二
於
テ
重

複
施
設
ス
ル
ヲ
要
セ
ス

右
諭
達
ス

明
治
三
十
六
年
十
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
農
商
務
大
臣
清
浦
奎
吾

米
麦
種
子
ノ
塩
水
撰

麦
黒
穂
ノ
予
防

短
冊
形
共
同
苗
代

通
シ
苗
代
ノ
廃
止

四
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五
　
　
稲
苗
ノ
正
條
植

六
　
　
重
要
作
物
、
果
樹
、
養
蚕
等
良
種
ノ
繁
殖

七
　
　
良
種
牧
草
ノ
栽
培

八
　
　
夏
秋
蚕
用
桑
園
ノ
特
設

九
　
　
堆
肥
ノ
改
良

十
　
　
良
種
農
具
ノ
普
及

十

一　
牛
馬
耕
ノ
実
施

十
二
　
家
禽
ノ
飼
育

十
三
　
耕
地
整
理
ノ
施
行

十
四
　
産
業
組
合
ノ
設
立

十
四
の
項
目
の
う
ち
、
一
か
ら
五
ま
で
が
必
行
事
項
で
あ
り
、
そ
の
実
施
は
、

市
町
村
農
会
の

「責
務
」
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第

一
の
塩
水
撰
と
は
、

塩
水
の
比
重
を
利
用
し
て
種
子
の
良
否
を
判
別
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
良
種
を
選
別
し
、
増
収
を
図
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
麦
黒
穂
の
予
防
と
は
、

麦
黒
穂
病
の
被
害
を
受
け
た
麦
穂
を
抜
き
取
っ
て
焼
却
す
る
こ
と
を
指
す
。
第

二
の
短
冊
形
共
同
苗
代
と
は
、
播
種
を
均

一
に
し
、
発
芽
後
の
手
入
れ
と
病
害

虫
の
駆
除
予
防
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
苗
代
の
幅
を
三
尺
乃
至
四
尺
と
し
、

苗
代
の
間
に
通
路
を
設
置
し
、
さ
ら
に
苗
代
を
散
在
さ
せ
ず
に
共
同
で
設
置
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
の
通
し
苗
代
の
廃
止
と
は
、
苗
を
取
り
去

っ
た
あ
と

の
苗
代
田
に
植
付
け
を
し
な
い
こ
と
を
指
す
。
第
五
の
稲
苗
の
正
條
植
と
は
、

植
付
け
後
の
除
草
、
施
肥
、
浮
塵
子
の
駆
除
等
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
稲
苗

を
規
則
正
し
く
植
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
必
行
事
項
の

す
べ
て
が
強
制
的
に
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
必
行
事
項
は
、
先
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
府
県
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
府
県
令
に
盛
り
込
ま
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
多
く
の
府
県
令
に
お
い
て
必
行
事
項
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て

短
冊
形
苗
代
の
設
置
と
稲
苗
の
正
條
植
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
と
も
に
病
害

虫
の
予
防

・
駆
除
を
容
易
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
病
害
虫
の
被
害
は
、
個
人
的
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
地
域
全

体
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
越
え
た
広
範
囲
に
及
ぶ
。
そ
の
意
味
で
、
病
害
虫
の
予

防

ｏ
駆
除
は
、
農
民
に
と

っ
て
は
、
勧
業
事
務
の
中
で
も
最
も
共
同
利
害
性
が

あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
病
害
虫
の
予
防

・
駆
除
の
性
格
ゆ
え
に
、

府
県
の
側
と
し
て
も
、
必
行
事
項
に
指
定
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
農
民
の
側

も
、
後
述
す
る
ご
と
く
問
題
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

必
行
事
項
を
受
け
入
れ
て
実
施
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
必
行
事
項

以
外
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
府
県

・
町
村
に
よ
っ
て
実
施
項
目
が
異
な
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
町
村
に
お
け
る
勧
業
事
務
の
考
察
に
際
し
て
は
、
何
が
勧
業
事
務
と

し
て
遂
行
さ
れ
た
か
を
先
ず
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
記
載

さ
れ
て
い
る
の
が
、
『事
務
報
告
書
』
の

「勧
業
」
欄
な
の
で
あ
る
。

二
　

『事
務
報
告
書
」
に
お
け
る

「勧
業
」

で
は
次
に
、
『事
務
報
告
書
』
の

「勧
業
」
欄
を
検
討
し
、
何
が
町
村
事
務
の

「勧
業
」
と
し
て
行
わ
れ
た
か
を
み
て
み
た
い
（２
）。
先
ず
、
最
も
広
く
且
つ
多

く
み
ら
れ
る
記
載
事
項
は
、
前
述
の
特
に
病
害
虫
の
予
防

・
駆
除
に
関
す
る
農

事
改
良
関
係
事
項
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「短
冊
形
苗
代
」、
「稲
正
條
植
」
を

始
め
、
「麦
種
子
塩
水
撰
及
麦
奴
予
防
法
」、
「稲
苗
代
瞑
虫
卵
塊
駆
除
法
」、
「同

石
油
駆
除
法
」
、
「稲
田
二
於
ケ
ル
害
虫
駆
除
法
」
な
ど
で
あ
る
。
養
蚕
が
行
わ

れ
て
い
る
所
で
は
、
「蚕
業
講
話
会
」
、
「養
蚕
組
合
」
、
「稚
蚕
共
同
飼
育
」、
「桑

園
改
良
」
な
ど
の
養
蚕
関
係
事
項
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
農
業

・
養
蚕

・
畜

牛

・
養
豚
等
に
つ
い
て
は
、
生
産
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、
講
師
を
招
い
て
講

演
会

・
講
話
会
、
研
究
会
、
講
習
会

・
実
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他

に
は
、
肥
料
や
蚕
種
桑
苗
の
共
同
購
入
、
博
覧
会

・
共
進
会

・
品
評
会

へ
の
出

品
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
町
村
に
よ

っ
て
多
様
性
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
全
体
と
し
て
は
、
病
害
虫

の
予
防
・駆
除
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
増
進
の
た
め
の
農
事
改
良
関
係
事
項
が
、

町
村
に
お
け
る
勧
業
事
務
の
実
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た

『事
務
報
告
書
』
の

「勧
業
」
欄
の
記
載
に
は
、
そ
の
遂
行
の
主

体
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
勧
業
事
務
は
、
「青
年
会

及
村
農
会
」
と

「協
同
」
し
て
、
或
い
は
、
「村
農
会
及
青
年
団
」
と

「協
力
」

し
て
、
遂
行
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
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に
、
農
会
と
と
も
に
、
青
年
会

ｏ
青
年
団
が
勧
業
事
務
の
遂
行
の
主
体
と
な

っ

て
お
り
、
青
年
を
農
業
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
育
成
す
る
た
め
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
勧
業
事
務
の
遂
行
と
並
行

し
て
、
生
産
活
動
を
媒
介
と
し
た
町
村
の
組
織
化
が
進
行
し
て
い
く
こ
と
を
も

示
し
て
い
る
。

三
　
農
事
改
良
の
遂
行
を
め
ぐ
っ
て

前
述
の
明
治
三
六
年
の
農
会
諭
達
に
代
表
さ
れ
る
明
治
農
政
の
あ
り
方
は
、

「サ
ー
ベ
ル
農
政
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
警
察
力
を
動
員
し
て
、

強
権
的
に
推
進
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

「強
制
」
に
よ
っ
て
農
事
改
良
が
遂
行
さ
れ
て
き
た
と
す
る
の
が
、
こ
れ
ま
で

の

「通
説
」
と
も
い
う
べ
き
見
解
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
近
年
で
は
、
そ
う
し
た

見
解
に
疑
間
を
投
げ
か
け
る
研
究
が
登
場
し
て
い
る
（３
）。
そ
れ
ら
の
研
究
の

提
起
す
る
問
題
は
、
前
述
し
た
町
村
が
勧
業
に
取
り
組
む
姿
勢
の
問
題
と
重
な

り
合
う
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
明
ら
か
に
し
た
点
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

先
ず
、
短
冊
形
苗
代
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
普
及
は
、
当
初
は
遅
々
と

し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
短
冊
形
苗
代
に
つ
い
て
、　
い
く
つ
か
問
題
が

あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
苗
代
を
短
冊
形
に
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
縁
苗

が
多
く
な
り
、
縁
苗
に
は
瞑
虫
が
寄
生
し
や
す
い
と
い
う
と
い
う
こ
と
が
あ

っ

た
。
ま
た
、
短
冊
形
苗
代
は
、
上
か
ら
見
下
ろ
せ
な
い
の
で
、
駆
虫
が
不
十
分

に
な
る
こ
と
も
問
題
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
苗
代
の
必
要
面
積
が
従
来
よ
り
大
き

く
な
る
の
で
、
労
賃
も
多
く
か
か
り
、
さ
ら
に
種
籾
も
多
量
に
必
要
に
な
る
な

ど
の
問
題
も
存
在
し
た
。
次
に
、
共
同
苗
代
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
労
働
や
費

用
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
そ
の
強
制
に
つ
い
て
は
特
に
抵
抗
が

大
き
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
強
制
規
を
知
事
に
断
念
さ
せ
た
広

島
県
の
共
同
苗
代
反
対
運
動
が
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
正
條
植
は
、

地
域
に
よ

っ
て
差
は
あ
る
が
、
比
較
的
よ
く
受
容
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、

植
付
け
の
際
に
手
間
が
か
か
る
に
し
て
も
、
そ
の
後
の
本
田
管
理
に
便
利
で
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
事
改
良
の
遂
行
は
、
生
産
者
農
民

た
ち
が
、
自
ら
必
要
と
認
め
た
技
術
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
取
り
入

れ
て
い
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
強
制
と
い
え
ど
も
、
農
民
が
受
け
入
れ
る
こ
と
の

で
き
る
技
術
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
速
度
を
上
げ
る
力
を
持

っ
た
に

過
ぎ
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
先
行
研
究
は
、

生
産
者
農
民
の
自
主
的

・
主
体
的
側
面
を
考
慮
し
つ
つ
、
農
事
改
良
の
遂
行
を

検
討
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
示
唆
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
町

村
の
勧
業
を
考
察
す
る
に
際
し
て
も
、
農
民
が
必
要
と
認
め
た
技
術
は
何
な
の

か
、
な
ぜ
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
町
村
が
農
事
改
良
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
当
該
町

村
の
生
産
構
造
と
り
わ
け
地
主
制
の
構
造
、
お
よ
び
近
隣
町
村
と
の
関
係
と
り

わ
け
商
品
市
場
の
展
開
と
無
関
係
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ

っ
て
差
が
出
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「寄
生
化
」
し
て
農
業

へ
の
関
心
を
失

っ
た
不
在

型
の
大
地
主
の
土
地
が
大
部
分
を
占
め
る
町
村
と
耕
作
に
関
与
し
て
い
る
在
村

型
の
中

・
小
地
主
が
多
数
存
在
す
る
町
村
と
で
は
、
農
事
改
良

へ
の
取
り
組
み

方
は
異
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
商
品
市
場
の
展
開
は
、
町
村
の
商
業

的
農
業
の
展
開
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
は
ま
た
農
事
改
良

へ
の
町
村
の
取
り
組

み
へ
と
つ
な
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
勧
業
の
考
察
に
際
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
不
可
欠
の
作
業
と
い
え
よ
う
。

結
び
に
か
え
て

最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。
先
ず
、
勧
業
を
考
察

す
る
に
際
し
て
は
、
国
家
の
農
業
政
策
史

・
法
令
を
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
上
で
、
県

・
郡
そ
れ
ぞ
れ
の
農
会
規
則

・
関
係
法
令
と
農
会
活
動
の
実
態

と
を
検
討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
町
村
の

『事
務
報
告
書
」
と
町
村
農

会
の
活
動
の
実
態
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
生
産
者
農
民
の

自
主
的

・
主
体
的
側
面
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
該
町
村
の
生
産
構
造

・
市
場
構
造

を
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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圧
（１
）

以
下
の
記
述
は
、
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
小
野
武
夫

『農
村
史
』

（東
洋
経
済
新
報
社
、　
一
九
四

一
年
）、
斎
藤
仁

「
日
本
に
お
け
る
近
代

農
業
技
術
の
強
権
的
普
及
政
策
」
（同

『農
業
問
題
の
展
開
と
自
治
村

落
』
、
日
本
経
済
評
論
社
、　
一
九
八
九
年
所
収
）。

（２
）

近
年
は
、
自
治
体
史
に
お
い
て
も
、
『事
務
報
告
書
』
が
史
料
と
し
て

収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
神
奈
川
県
内
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
『伊
勢
原
市
史
　
資
料
編
近
現
代
１
』
（
一
九
九
二
年
）、
『寒
川

町
史
４
　
資
料
編
近
現
代
（１
）』
（
一
九
九
二
年
）、
『寒
川
町
史
５
　
資

料
編
近
現
代
（２
）
』
（
一
九
九
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（３
）

前
掲
斎
藤
論
文
お
よ
び
勝
部
員
人

「
日
露
戦
後
農
政
と
農
民
」
（『日

本
史
研
究
』
三
二
六
号
、　
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

上
下
上
下
●
Ｔ
上
下

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
紹
介

京
浜
歴
科
研
年
報
　
　
第

一
〇
号

〈論
　
　
文
〉

奥
田
晴
樹

伊
藤
富
昭

（
一
九
九
六
年

一
月
二
八
日
発
行
）

「加
藤
弘
之
の
立
憲
政
体
提
議
」

「
『川
崎
警
察
署
文
書
』
に
み
る
第

一
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
」

「神
奈
川
県
に
お
け
る
農
会
運
動
の
展
開

（三
）」

―
日
露
戦
後
地
方
経
営
の
前
提

ｏ
運
動
の

担
い
手
の
養
成
と
組
織
化
―

「近
代
期
川
崎
に
お
け
る
公
害
問
題
」

―
地
域
住
民
の
集
合
行
動
に
注
目
し
て
―

内
田
修
道

香
川
雄

一

〈研
究
ノ
ー
ト
〉

松
田
隆
行

「
日
清

・
日
露
戦
後
期
研
究
の
成
果
と
課
題
」

―
明
治

・
大
正
期
の
町
村
を
め
ぐ

っ
て
―

奥
田
和
美

「近
代
女
子
教
育
史
研
究
と

『女
学
校
発
起
之
趣
意
書
ヒ

ー
小
山
静
子
著

『良
妻
賢
母
と
い
う
規
範
』
に

よ
せ
て
―

〈随
　
　
想
〉

青
山
永
久

「教
育
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
」

〈史
料
紹
介
〉

大
湖
賢

一
「私
立

『時
習
学
館
』
学
籍
名
簿
に
つ
い
て
」

〈書
　
　
評
〉

阪
本
宏
児

「新
城
俊
昭
著

『高
等
学
校
　
琉
球

・
沖
縄
史
』」

―
沖
縄
の
歴
史

『教
科
書
』
―
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